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東信：10割かニ八そばか、水回しは水かお湯かなどと、
楽しい蕎麦談義をしながらの、お蕎麦の味は格別でした！

中信：ひとりでもふたりでも組合員が集まって顔を合わせる機会を作ろう！

北信：天候に恵まれ、晩秋の戸隠、種池・古池の紅葉狩
り。お昼は紅葉の福音庵で、茸汁とコカリナ演奏と交流会。
春のお花見についで、紅葉のように皆が燃えて輝きました。

新そばでふれあい会　作って食べて絆を深め 紅葉狩り

組合員懇談会
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　組合員の皆さんも新聞やテレビのニュース等でもご存知と思いますが、平成
27年 4月から介護保険制度がまた大幅に改正されようとしています。
　今日はその大枠をお知らせします。（現在、審議中の内容なので、変更がある
かもしれません）

私たち高齢協は、高齢になっても安心して生活し続けられる社会を目指して、以下の主張をしています。

●予防給付を廃止し市町村事業へ移行することに反対します。
●一定の所得のある人の利用負担を2割にすることに反対します。
●通所介護を機能訓練重視への位置付けは、高齢者の社会参加の支援や家族介護負担軽減の為
　にも慎重にすべきです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （新井厚美）

どうなる？介護保険制度　私たちの老後は？

施設への入所希望者はたくさん居ますが、
特別養護老人ホームの様な施設を増やす事
は困難なので、重い要介護状態になっても
なるべく在宅で暮らしてほしい。

そのため、地域の福祉資源も活用して、地
域毎の特性に応じた地域包括ケアシステム
を作ります。その中心にある地域包括支援
センターが強化されます。

デイサービスでは機能訓練を重視します。
また、小さなデイサービスは他の事業所の
サテライト等へ転換させます。

小さな家族的なデイサービスがなくなるかも

特別養護老人ホームの入所は「介護度3以上」
の重度の方に限定されます。

重度にならないと施設への入所はできなくなる？

小規模多機能型居宅介護

地域の中核的なサービス拠点として
強化します。

認知症の施策を強化

認知症初期集中支援（認知症の初期の段階で、
認知症の人やその家族に対して個別に支援し
ます）や認知症地域支援推進員を配置します。

要支援の方々の予防サービスが介護保険か
ら外されようとしています。現在の二次予
防事業と統合して、各市町村が独自で行う
「地域支援事業」との統合が検討されていま
す。地域の実情に応じてボランティア等の
地域資源を活用する事になっていますが、
地域毎に異なります。
2015年の改正では要支援の方々への介護予
防訪問介護、介護予防通所介護（デイサービ
ス）が地域支援事業に移行します。

安あがりな福祉で、ケアの質はどうなる？
地域によって差がでるのでは？

介護保険料を 6段階から 9段階に

所得の低い方は軽減となりますが、所得の
高い方は負担増となります。

利用料負担を増やします。
●一定以上の所得者（160 ～ 170 万以上）の
利用者負担を1割から 2割にするとともに、
高額介護サービス費の限度額を引き上げま
す。（37,200 円から 44,400 円へ）
●現在は、特別介護老人ホーム等での食費、
居住費は住民税が非課税世帯の方は減額さ
れていますが、本人及び配偶者に所得があっ
たり、貯蓄があったり、不動産資産があっ
た場合は負担するようになります。

収入がなくても持ち家があったら、それを
担保にお金を借りて払うことに！
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○
年
金
生
活
者
に
と
っ
て
は
厳
し

く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
若
者
も

頑
張
っ
て
支
え
て
下
さ
っ
て
い
る
の

で
、
感
謝
で
す
。
楽
し
ん
で
頭
の
体

操
の
つ
も
り
で
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
を
解

い
て
い
ま
す
。 

（
M
さ
ん
）

○
標
準
体
重
は
？
一
番
気
に
な
る
こ

と
で
す
。
夏
は
全
然
食
欲
が
な
く
良

か
っ
た
の
で
す
が
、
涼
し
く
な
っ
た

途
端
に
食
べ
る
気
が
出
て
、
元
に
戻

り
そ
う
で
す
。 

（
U
さ
ん
）

○
母
が
認
知
症
で
風
呂
の
時
間
に
な

る
と
「
家
に
帰
る
」
と
主
張
し
ま
す
。

こ
こ
が
家
だ
と
説
得
し
て
も
夜
道
へ

出
よ
う
と
し
ま
す
。
介
護
研
修
で
学

ん
だ
こ
と
を
活
か
そ
う
か
と
思
っ
て

い
ま
す
が
、
思
い
通
り
に
な
り
ま
せ

ん
。
重
ね
て
学
習
し
よ
う
と
思
い
ま

す
。 

（
S
さ
ん
）

○
「
み
ん
な
の
家
下
條
」
の
オ
ー
プ

ン
に
感
動
し
て
い
ま
す
。
遠
く
か
ら

地
域
の
未
来
を
担
う
職
員
の
皆
さ
ん

の
活
動
に
期
待
の
エ
ー
ル
を
送
り
た

い
と
思
い
ま
す
。 

（
I
さ
ん
）

○
除
染
作
業
は
ほ
と
ん
ど
無
意
味
と

い
う
前
号
の
記
事
、
私
も
同
感
で
す
。

表
面
の
土
を
削
り
取
る
、
水
で
流
す

と
し
て
も
そ
の
土
や
水
の
行
く
先
で

ま
た
放
射
能
汚
染
が
拡
散
さ
れ
る
と

心
配
し
ま
す
。
人
間
の
手
に
負
え
な

い
と
分
か
り
き
っ
て
い
る
原
発
、
絶

対
反
対
で
す
！ 

（
K
さ
ん
）

○
長
野
県
は
日
本
で
男
女
と
も
長
寿

社
会
一
番
。
仕
事
も
公
民
館
の
数
も

多
く
活
発
に
活
動
し
て
お
り
、
医
療
・

介
護
費
も
少
な
い
と
の
こ
と
。
ま
だ

ま
だ
連
帯
・
連
携
活
動
が
足
り
な
い

様
な
気
が
し
ま
す
。
特
に
男
性
の
参

加
が
少
な
い
事
。
こ
れ
か
ら
の
多
方

面
に
渡
っ
て
の
運
動
が
必
要
と
思
い

ま
す
。 

（
I
さ
ん
）

○
T
O
M
O
コ
ラ
ム
「
人
は
変
わ
れ

る
」
か
ら
、
諸
行
無
常
と
は
正
に
そ

の
こ
と
で
し
ょ
う
。
ほ
ほ
え
み
だ
よ

り
「
様
々
な
出
会
い
の
中
で
」
は
そ

れ
が
縁
と
言
う
も
の
で
し
ょ
う
ね
。

そ
し
て
裏
表
紙
の
「
編
集
会
議
で
の

議
論
よ
り
」
は
お
互
い
今
生
に
存
在

し
て
い
る
だ
け
で
も
価
値
あ
り
と
思

え
ば
、
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
は
自

他
共
々
の
営
み
で
し
ょ
う
か
ら
、
無

関
心
で
は
お
れ
ま
せ
ん
。
い
づ
れ
も

い
い
読
み
も
の
で
し
た
。（
U
さ
ん
）

○
こ
の
頃
人
と
話
を
す
る
こ
と
の
む

ず
か
し
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。
本

人
は
そ
ん
な
気
持
ち
で
言
っ
た
訳
で

は
な
い
の
で
す
が
、
受
け
る
相
手
に

よ
っ
て
は
（
相
手
の
感
情
に
も
よ

る
・
・
・
）
怒
っ
た
よ
う
に
取
ら
れ

て
し
ま
っ
た
り
・
・
・
。
人
対
人
は

大
変
で
難
し
い
。
で
も
お
も
し
ろ
く
、

楽
し
い
も
の
で
も
あ
り
ま
す
ね
。

 

（
M
さ
ん
）

○
「
か
が
や
き
ニ
ュ
ー
ス
」
は
い
ろ

ん
な
コ
ー
ナ
ー
が
あ
っ
て
、
楽
し
く

読
め
ま
す
ね
。
そ
れ
に
活
字
も
大
き

め
で
、
と
て
も
読
み
や
す
く
感
じ
ま

し
た
。
こ
の
タ
イ
ト
ル
の
よ
う
に
、

み
ん
な
が
か
が
や
い
て
生
き
て
い
き

た
い
で
す
ね
！ 

（
Y
さ
ん
）

読
者
か
ら
の
投
稿

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
投
稿
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ご投稿お待ち
しています。

か
が
や
き

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

北信　「つくしの里のお弁当箱が替わりました」
　長野市のつくしの里（川中島・大豆島店）では12月1日より開所（2000年9月）以来採用
してまいりましたお弁当箱を皆様のご要望の多い、電子レンジ対応型に切り替えました。
　このため「小弁当」「おかず」は従来通り1個ですが「普通弁
当」は「ごはん」が別で2個となります。中の仕様も若干変わり、
量的にも多少違いがありますが、カロリー等には変わりなく、お
いしい安心なお弁当をお届けしますので、宜しくお願いします。
　注文お待ちしております。（普通弁当：５７７円等）
つくしの里　川中島店（電話：０２６－２８６－０２９４）
　　　　　　大豆島店（電話：０２６－２６７－０２９４）

2

年
の
始
ま
り
に
当
た
り
、
も
っ
と

人
を
大
切
に
す
る
国
づ
く
り
が
、
絶

対
に
必
要
で
あ
る
と
改
め
て
思
い
を

致
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
の
12
月
6
日
特
定
秘
密
保
護

法
が
与
党
の
数
の
力
で
成
立
し
ま
し

た
。大
多
数
の
国
民
の「
な
ぜ
つ
く
る
、

な
ぜ
急
ぐ
、
な
ぜ
歴
史
に
学
ば
な
い
」

と
い
う
声
に
は
耳
を
か
し
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
の
法
律
は
「
漏
洩
す
る
と
、

国
の
安
全
保
障
に
著
し
く
支
障
を
与

え
る
」
と
す
る
政
府
の
一
方
的
な
判

断
で
秘
密
を
指
定
し
、
情
報
を
統
制

し
、
国
民
を
監
視
し
取
り
締
ま
る
弾

圧
法
で
す
。基
本
的
人
権
、国
民
主
権
、

平
和
主
義
と
い
う
日
本
国
憲
法
の
基

本
原
理
を
根
底
か
ら
覆
す
悪
法
で
す
。

こ
れ
と
11
月
27
日
に
成
立
し
た
国
家

安
全
保
障
会
議
法
は
車
の
両
輪
で
あ

り
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
、

前
文
・
9
条
を
中
心
と
す
る
大
改
憲

へ
と
進
み
、
ア
メ
リ
カ
の
下
で
戦
争

す
る
国
へ
と
道
を
開
く
の
で
す
。
私

ど
も
の
組
合
員
に
は
戦
争
の
狂
気
と

悲
惨
を
体
験
し
た
方
が
多
く
、
平
和

な
日
本
を
次
世
代
に
残
す
こ
と
を
強

く
念
願
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
決
し
て

手
遅
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
秘
密
法

の
問
題
点
を
よ
り
多
く
の
人
と
共
有

し
、
廃
棄
を
強
く
求
め
て
行
き
ま
し
ょ

う
。次

に
社
会
保
障
の
圧
縮
解
体
が
進

め
ら
れ
て
い
る
問
題
で
す
。
年
金
は
、

平
成
25
年
10
月
か
ら
27
年
4
月
ま
で

に
2.
5
パ
ー
セ
ン
ト
引
き
下
げ
、

一
方
で
受
給
年
齢
を
60
歳
か
ら
65

歳
、
さ
ら
に
68
歳
へ
と
引
き
あ
げ
ま

す
。
介
護
は
、
要
支
援
者
の
訪
問
介

護
、
通
所
介
護
を
保
険
か
ら
切
り
離

し
、
市
町
村
事
業
に
す
る
。
特
養
入

所
は
要
介
護
3
以
上
と
す
る
。
一
定

以
上
所
得
者
に
は
利
用
料
を
2
割
と

す
る
な
ど
厳
し
い
改
悪
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
含
む
社
会
保
障
プ
ロ
グ
ラ

ム
法
案
と
申
請
抑
制
を
ね
ら
う
生
活

保
護
改
正
法
案
も
臨
時
国
会
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
憲
法
25
条
に
基
づ
く

社
会
保
障
を
解
体
し
、国
民
を「
自
立
・

自
助
」
に
追
い
込
む
も
の
で
す
。

加
え
て
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
福

島
原
発
災
害
問
題
、
そ
の
中
で
の
原

発
再
稼
働
、
農
業
団
体
医
療
団
体
等
々

多
く
の
国
民
の
反
対
を
押
し
切
っ
て

の
T
P
P
推
進
、
沖
縄
米
軍
基
地
新

設
、
雇
用
の
解
体
、
格
差
社
会
の
深

刻
化
、
高
齢
者
の
社
会
的
孤
絶
の
進

行
な
ど
な
ど
。

こ
の
よ
う
な
残
酷
と
も
い
う
べ
き

情
勢
の
劣
化
の
背
景
に
あ
る
の
は
「
大

企
業
が
利
益
を
あ
げ
れ
ば
、
雇
用
が

増
え
、
賃
金
が
上
が
り
、
国
民
の
生

活
が
良
く
な
る
」
と
い
う
、
も
う
と
っ

く
に
破
綻
し
て
い
る
経
済
成
長
神
話

な
の
で
す
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
た
だ

装
い
を
変
え
た
だ
け
で
、
結
果
人
間

関
係
が
利
害
打
算
の
関
係
と
化
し
、

人
間
性
を
喪
失
し
つ
つ
あ
る
、
人
間

疎
外
の
進
行
で
す
。

私
ど
も
は
今
、
み
ん
な
で
心
と
力

を
合
わ
せ
、
介
護
な
ど
地
域
の
幸
せ

づ
く
り
を
目
的
と
す
る
事
業
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
を
通
し

て
人
の
た
め
を
思
う
心
を
高
め
合
い
、

人
々
が
輝
く
地
域
づ
く
り
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。
今
全
国
で
こ
の
よ
う
な

地
域
づ
く
り
の
協
同
が
急
速
に
拡

が
っ
て
い
ま
す
。
必
ず
人
間
ら
し
い

心
豊
か
な
社
会
が
実
現
し
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
確
信
し
て
今
年
も
み

ん
な
で
心
と
力
を
合
わ
せ
助
け
合
っ

て
、
楽
し
く
元
気
に
進
み
ま
し
ょ
う
。

○ 仲間ふやし月間（仲間増やし月間）の取組結果は、
北信 115 名（達成率４６％）中信 41名（達成率
64％）東信 37名（達成率 46.8％）南信 6名（達成
率31.6％）です。

　第 3次 3カ年計画の最終年でもある年度末に向けて
引き続き努力します。

○ 東信の配食事業「米ちゃん弁当」移設に伴う水道工事
（貯水槽の設置）が追加で承認されました。
○脱退・減資の処理ルール」に、死亡脱退以外の返金は
組合員本人名義の口座とすることを追加しました。

○ 自由にものが言えない時代の怖さを経験している高齢
者が多い組合として、特定秘密保護法反対の声明文
を組合ホームページに掲載することを決めました。
○ 2015年4月より改定される介護保険法について、変更
点や危惧される点などについて高協連より出された
「2015年介護保険制度改革への意見」に賛同し、広
めていくことを確認しました。
○ 10月までの事業高報告
　長野県高齢者生活協同組合 278,852,560円
　ＮＰＯ法人ワーカーズコープかがやき 62,910,336円

第4回理事会報告（2013年11月30日開催）

「
協
同
」の
力
で
、
人
が
輝
く
地
域
を

　
　
　
　
　
　
　
理
事
長
　
市
川
　
英
彦
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9
月
〜
11
月
ま
で
行
っ
た
、
組
合
員

の
仲
間
増
や
し
月
間
の
状
況
表
と
各
地

域
セ
ン
タ
ー
長
か
ら
の
月
間
の
ま
と
め

を
報
告
し
ま
す
。

仲
間
増
や
し
月
間
報
告

結果報告

達
成
で
き
ず
！
３
月
ま
で
踏
ん
張
る

仲
間
ふ
や
し
の
月
間
の
結
果
は
残
念

な
が
ら
ご
覧
の
と
お
り
で
す
。
な
ぜ
組

合
員
を
増
や
す
の
か
？
加
入
す
る
と
き

の
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
の
で
勧
め
に
く
い

の
か
？
な
ど
学
習
や
話
し
合
い
を
進
め

な
が
ら
、
セ
ン
タ
ー
独
自
の
呼
び
か
け

チ
ラ
シ
も
作
り
取
り
組
み
ま
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
意
義
は
解
る
も
の
の
具

体
的
な
行
動
に
な
か
な
か
結
び
付
か
な

か
っ
た
り
、
他
の
課
題
に
忙
殺
さ
れ
て

し
ま
っ
た
り
と
多
く
の
組
合
員
の
取
り

組
み
に
な
ら
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
す
。

月
間
は
ひ
と
ま
ず
終
わ
り
ま
す
が
、

個
々
が
明
確
な
個
人
目
標
な
ど
を
持
ち

な
が
ら
、
引
き
続
き
仲
間
ふ
や
し
を
し

よ
う
と
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。「
四
季
の

ベ
ン
チ
」
開
設
や
「
米
ち
ゃ
ん
弁
当
」

の
移
設
拡
充
を
行
う
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、

寒
さ
に
め
げ
ず
頑
張
り
ま
す
。

（
東
信
地
域
セ
ン
タ
ー
長
　
鈴
木
友
子
）

東
信

組
合
員
２
，０
０
０
名
の
大
台
に
の
る

北
信
セ
ン
タ
ー
の
仲
間
ふ
や
し
月
間

は
、
1
1
5
名
の
新
し
い
組
合
員
が
加

入
し
て
2
0
1
5
名
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
成
果
は
、
6
ブ
ロ
ッ
ク
毎
に
目
標

を
決
め
、
総
代
が
先
頭
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
だ
結
果
で
す
。

仲
間
を
迎
え
、
新
し
い
広
が
り
に
期
待
！

今
年
の
仲
間
づ
く
り
組
織
強
化
月
間

は
、
①
員
外
利
用
規
制
へ
の
対
応
や
事

業
利
用
の
拡
大
、
地
域
と
の
繋
が
り
強

化
、
②
理
念
実
現
に
向
け
た
活
動
や
運

動
の
理
解
者
、
応
援
者
づ
く
り
、
③
地

域
に
貢
献
す
る
高
齢
協
、
福
祉
事
業
所

の
認
知
、
来
春
移
転
の
宅
老
所
の
宣
伝

を
、
と
9
月
か
ら
の
月
間
に
臨
み
ま
し

た
。
7
区
分
の
事
業
所
・
部
署
で
目
標

を
設
定
、
取
組
み
状
況
に
差
は
あ
っ
た

も
の
の
4
事
業
所
で
目
標
を
達
成
、
特

に
ケ
ア
マ
ネ
事
業
所
の
管
理
者
を
先
頭

に
、
就
労
者
全
員
成
果
の
取
り
組
み
は

下
條
村
　
全
戸
訪
問
　
奮
闘
中

こ
の
月
間
は
、
ま
ず
下
條
村
の
皆

さ
ん
に
「
高
齢
協
」
を
、「
み
ん
な
の

家
下
條
」
を
知
っ
て
頂
く
事
を
目
標
に

様
々
な
取
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

10
月
の
初
め
に
行
っ
た
事
業
所
見
学
会

で
は
、
村
会
議
員
さ
ん
、
民
生
委
員
さ

ん
や
地
域
の
方
々
80
名
の
方
に
施
設
内

を
案
内
し
、
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

11
月
か
ら
毎
週
行
っ
て
い
る
の
は
、
全

戸
訪
問
活
動
で
す
。
1
軒
1
軒
お
宅
を
訪

問
す
る
こ
と
で
近
所
の
様
子
や
老
人
会
の

事
や
趣
味
の
話
、
昔
話
な
ど
な
ど
色
ん
な

お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
当
然
、

高
齢
協
と
み
ん
な
の
家
下
條
の
宣
伝
を

し
っ
か
り
し
て
い
ま
す
。
す
ぐ
の
利
用
や

加
入
に
は
繋
が
り
ま
せ
ん
が
、
全
て
の
下

條
村
の
方
々
と
顔
見
知
り
に
な
る
関
係
作

り
を
進
め
て
い
ま
す
。
全
世
帯
1
3
0
0

軒
を
1
月
中
に
廻
り
切
る
の
が
目
標
で
す
。

（
南
信
地
域
セ
ン
タ
ー
長
　
新
井
厚
美
）

素
晴
ら
し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

目
標
達
成
ま
で
に
は
至
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
40
名
を
超
え
る
新
し
い
お

仲
間
を
迎
え
入
れ
た
こ
と
は
大
き
な
喜

び
で
す
。
就
労
者
の
皆
さ
ん
、
特
別

増
資
に
協
力
い
た
だ
い
た
組
合
員
の
皆

さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
　

（
中
信
地
域
セ
ン
タ
ー
長
　
風
間
隆
治
）

セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
月
間
目
標
を
達

成
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
51
名
が
事

業
所
の
利
用
者
、
友
人
知
人
に
加
入
を

す
す
め
る
こ
と
に
よ
り
、
F
ブ
ロ
ッ
ク

1
1
0
%
、
A
ブ
ロ
ッ
ク
9
0
%
と
月

間
目
標
を
や
り
抜
き
ま
し
た
。
中
で
も

N
P
O
1
1
0
%
、
大
豆
島
い
こ
い
の

家
1
2
5
%
、
本
部
1
0
0
%
、
つ
く

し
の
里
大
豆
島
9
2
%
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
8
3
%
、
東
北
い
こ
い
の
家
8
3
%

と
牽
引
車
の
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

残
目
標
96
人
を
年
度
末
ま
で
に
や
り
抜

き
、
2
0
0
0
名
の
組
合
員
の
力
で
第
4

次
3
ヵ
年
計
画
に
取
り
組
む
決
意
で
す
。

（
北
信
地
域
セ
ン
タ
ー
長
　
小
澤
房
生
）

仲
間
増
や
し

月

　間

南
信

中
信

北
信

新　規
加入数 増加出資金 総組合員数 総出資金

全　体 199 人 5,858,000 円 3,246 人 105,420,000 円

東　信 37人 640,000 円 408 人 24,170,000 円

北　信 115 人 4,661,000 円 2,015 人 64,149,000 円

中　信 41人 539,000 円 672 人 15,423,000 円

南　信 6人 18,000 円 143 人 1,531,000 円

10

〈タテのカギ〉
①いかす奴、いい男　石原裕次郎はナイス○○　　
②ある魚を干して固め、削ってだしに使う
③ベニスの商人、シャイロックが負けた原因のもと
④時季「新春の○○」
⑤閉店ともいいます　　　　　　　　　　　　　　　
⑥思いがけない出来事
⑧〇〇〇なく流れる感激の涙　　　　　　　　　　　
⑪週末、○○○エンド
⑬苦がなく、楽しみ多い場所、パラダイス　　　　 
⑮最近わらでふいた家はみられないね
⑰頭にかぶる袋状の布　　　　　　　　　　　　　 
⑲美しくすること

〈ヨコのカギ〉
①組織だったものがつぎつぎと崩れること　　　　　
④島倉千代子の最後の新曲「からたちの○○○」
⑦一人で千人を相手に戦えるほど強いこと　 　 　　
⑨落ちぶれかかった状態
⑩その時々の社会の出来事。○○問題　　　　　　 
⑪世間ずれがしていない純情素朴なこと
⑫演劇、芝居のこと、テレビ○○○　　　　　　　 
⑭腕が悪いとヤブとなる職業　
⑯質問を出してそれに答えさせる遊び　　　　　 　
⑱ちゃんと布団を掛けて寝ないと○○○をするよ
⑳家財や商品などを保管する建物　　 　　　　　　
㉑「つくしの里」のお弁当にも時々使う天草を原料とする食材

応募方法
・ヒントから□に文字を入れて、A～Gまでのアルファベットを順番に並べ替えて、言葉を完成させてください。応募い
ただいた正解者の中から抽選で3名の方にクオカード500円と万座温泉日進館の無料入浴券1枚をプレゼントします。

☆答え、氏名、住所、日常の出来事やニュースのご意見・感想などを記入して、郵便、FAX又はメールに
てご応募ください。お待ちしています。

宛先:〒 381-0024　長野県長野市南長池 761-3　長野県高齢者生活協同組合「クロスワード」係
FAX:026-263-2385　メール:info@nagano-koureikyo.jp 　締切日: 2 月 14日（金）必着

1
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　　H
9 10

　　C
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12 13

　　F

14 15

16 17

18 19

　　D 　　E

ウ マ カ タ ク リ

ン ト バ ク ボ

カ ツ シ ヤ イ ン

イ ゴ キ カ ン

ウ ゴ ツ カ イ

カ カ イ キ ノ

ゼ ン イ ヨ ホ ウ

正解者：9名　当選者（3名）：勝田祝子さん、宮沢美知子さん、守田千代さん
おめでとうございます。クオカード５００円と万座温泉入浴券1枚をお送りします。

前号のクロスワード正解「トウキヨウゴリン」でした。

〈前号の答え合わせ〉

読
者
コ
ー
ナ
ー

か
が
や
き

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

　　「長野県シニア大学学生」募集
入学資格：概ね６０歳以上の県内在住者で、学習意欲が旺盛であり、積極的に地域活動を目指す方（平成２３年
　　　　　以前に長野県シニア大学を卒業された方も入学できます。）
募集人員：長野学部２８０人　学習期間：２年　学習時間：６０時間 / 年（年間１５日×４時間 / 日）
学習内容：生きがいと健康づくり、地域活動を行うための幅広い分野の学習、実践を行います。
教養講座・実技講座・実践講座
授業料：年額８，５００円（このほかに教材費や自治会費等の費用が必要です。）
募集期間：平成２６年２月３日(月) ～２月２８日(金)
募集案内/入学願書：募集案内・入学願書は長野保健福祉事務所（福祉課）、市役所・町村役場においてあります。
　　　　　（公財）長野県長寿社会開発センター及び、長野保健福祉事務所のホームページにも掲載します。
申込先：入学を希望する学部〈長野保健福祉事務所（福祉課）〉、市役所・町村役場へ持参又は郵送してください。
　　　　　　　　　　　　　（２月２８日消印有効）
入 学 決 定：３月下旬に各学部から通知します。
問合わせ先：長野県シニア大学長野学部（長野保健福祉事務所福祉課内）長野市中御所岡田町９８－１
　　　　　　電話０２６－２２８－７０２３　ホームページ　http://www.nicesenior.or.jp/
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9

11
月
20
日（
水
）に
県
生
協
連
の
県

外
視
察
と
し
て
、
県
内
の
介
護
関
係

者
と
共
に
三
重
に
視
察
訪
問
を
し
ま

し
た
。
専
務
の
間
柄
さ
ん
、
管
理
者
の

脇
田
さ
ん
の
説
明
で
今
年
4
月
開
所

し
た
高
齢
者
ア
パ
ー
ト
を
案
内
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
学
生
向
け
の
1

ル
ー
ム
ア
パ
ー
ト
を
雨
戸
と
外
階
段
に

腰
か
け
て
移
動
で
き
る
リ
フ
ト
を
設

置
し
た
以
外
ほ
と
ん
ど
改
装
せ
ず
に

活
用
し
て
い
ま
す
。
13
戸
の
部
屋
に
は

そ
れ
ぞ
れ
ユ
ニ
ッ
ト
型
の
ト
イ
レ
と
風

呂
、
ガ
ス
台
、
エ
ア
コ
ン
が
つ
い
て
お

り
、
き
れ
い
な
お
部
屋
で
し
た
。
１
階

の
一
室
を
寄
合
所
・
食
事
提
供
所
・
ヘ

ル
パ
ー
詰
所
に
し
て
お
り
、
住
居
費
・

食
費
・
介
護
保
険
料
な
ど
合
わ
せ
て

要
介
護
３
で
月

額
８
万
円
の
生

活
を
実
現
し
て

い
ま
す
。
そ
し

て
、
も
う
お
一
人

を
看
取
ら
れ
た

そ
う
で
す
。
組

合
の
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
、
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
、
訪
問
介
護

な
ど
を
利
用
す
る
こ
と
で
成
り
立
つ
の

で
す
が
、
専
務
曰
く「
高
齢
協（
我
々
）

が
泣
い
て
も
、
利
用
者
さ
ん
を
泣
か

せ
た
ら
あ
か
ん
」と
。
行
政
と
も
何
度

も
交
渉
し
て
開
所
に
こ
ぎ
つ
け
て
い
ま

す
。
行
政
か
ら
は
貧
困
ビ
ジ
ネ
ス
に

す
る
な
。
３
食
提
供
す
る
な
ら
保
健

所
の
許
可
を
取
れ
。
な
ど
と
言
わ
れ
、

夜
勤
は
男
性
の
介
護
職
員
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
近
い
状
況
で
行
っ
て
い
ま

す
。
参
加
者
は
工
夫
と
熱
い
思
い
が
成

り
立
た
せ
て
い
る
の
だ
と
感
心
し
強
い

刺
激
を
受
け
て
帰
途
に
就
き
ま
し
た
。

近
隣
の
ア
パ
ー
ト
所
有
者
か
ら
も

活
用
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
あ

り
、
２
棟
目
、
３
棟
目
を
検
討
中
だ

そ
う
で
す
。
お
金
が
な
い
か
ら
多
少

の
修
理
や
改
装
は
専
務
を
先
頭
に
自

分
た
ち
で
や
る
と
の
こ
と
。

支
え
合
い
の
協
同
組
合
と
し
て

「
誰
の
た
め
に
何
を
や
る
の
か
」「
誰

の
た
め
の
よ
い
仕
事
な
の
か
」改
め

て
身
の
引
き
締
ま
る
視
察
で
し
た
。

 

（
報
告
：
鈴
木
友
子
）

誰
で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
終
の
棲
家

三
重
県
健
康
福
祉
生
活
協
同
組
合（
高
齢
協
）を
訪
ね
て

　日
々
一
生
懸
命

毎
年
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
高
齢

協
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
、
利
用
者
さ
ん
に

配
布
し
て
い
た
11
月
中
旬
に
、
松
本
保

健
福
祉
事
務
所
の
主
事
さ
ん
か
ら
来
月

実
地
指
導
に
入
り
ま
す
の
で
と
電
話
が

あ
り
ま
し
た
。
な
ん
と
6
年
ぶ
り
の
指

導
で
す
。
そ
れ
か
ら
1
ヶ
月
間
、
自
己

点
検
表
を
も
と
に
準
備
を
し
ま
し
た
。

12
月
12
日
を
緊
張
と
共
に
迎
え
ま
し

た
。人
員
基
準・設
備
基
準・運
営
基
準・

加
算
関
係
等
、
質
問
を
受
け
、
関
係
書

類
を
お
見
せ
し
2
時
間
ほ
ど
で
終
わ
り

ま
し
た
。
口
頭
評
価
で
は
訪
問
伝
票
の

記
録
は
利
用
者
さ
ん
の
様
子
が
し
っ
か

り
と
良
く
書
か
れ
て
い
る
し
、
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
さ
ん
に
も
毎
月
利
用
者
さ
ん

の
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
て
良
い
と
思

い
ま
す
。
し
っ
か
り
と
し
た
事
業
所
に

な
っ
た
の
で
こ
の
ま
ま
頑
張
っ
て
い
っ

て
下
さ
い
と
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。ひ

や
り
は
っ
と
の
記
録
を
見
て
か
ら

「
う
ち
の
事
業
所
は
ひ
や
り
は
っ
と
も

事
故
も
何
も
あ
り
ま
せ
ん
」
と
い
う
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
そ
ん
な
は
ず
は
な

く
、
小
さ
な
こ
と
を
改
善
し
て
い
く
事

で
大
き
な
事
故
が
防
げ
ま
す
か
ら
と
言

わ
れ
ま
し
た
。
今
回
、
今
ま
で
の
仕
事

を
見
直
す
こ
と
が
で
き
社
会
的
責
任
と

利
用
者
の
方
た
ち
を
精
い
っ
ぱ
い
支
え

て
い
き
た
い
思
い
を
　
改
め
て
か
み
し

め
ま
し
た
。

（
か
が
や
き
福
祉
セ
ン
タ
ー
中
信
　

小
林
美
代
子
）

組
合
員
の
方
で
行
方
が
分
か
ら
な

い
方
が
い
ま
す
。
お
心
あ
た
り
の

方
は
長
野
高
齢
協
本
部

（
☎
０
２
６
―
２
６
３
―
２
３
８
６
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

北
信

・
嶋
田
　
範
男
さ
ん

・
清
水
　
京
子
さ
ん

・
内
藤
　
晃
央
さ
ん

・
岡
　
は
る
美
さ
ん

・
高
橋
　
義
昭
さ
ん

・
三
井
多
美
子
さ
ん

・
倉
石
　
の
ぶ
さ
ん

・
土
屋
友
香
里
さ
ん

・
西
澤
喜
久
栄
さ
ん

中
信

・
藤
田
　
　
翠
さ
ん

・
友
兼
　
一
朗
さ
ん

南
信

・
北
原
　
一
良
さ
ん

・
樋
沢
　
富
子
さ
ん

・
高
中
　
斐
子
さ
ん

そ
の
他

・
朝
日
奈
嘉
子
さ
ん

か
が
や
き
だ
よ
り

組
合
員
行
方
不
明
者

三重の高齢者住宅外観

4

★ストレッチの際のポイント
1、 ゆっくりと、痛くなる直前までしっかり伸ばします。痛いほどするのはダメ。
2、 そのまま20秒くらい静止します。静止している間に、徐々に筋肉がほぐれます。
3、 その間は、呼吸を止めず、声に出して数を数えます。
※紹介した内容は、一般的な方法です。痛みがある方や主治医がある方は、ご相談のうえ、効果的
であるといわれた場合にご活用ください。（長野市保健福祉部介護保険課ホームページより抜粋）

（佐藤潤）

家
庭
で
で
き
る
ス
ト
レ
ッ
チ

〜
カ
チ
カ
チ
を
ほ
ぐ
し
て
、心
も
身
体
も
ス
ッ
キ
リ
し
よ
う
〜

　
新
年
と
な
り
、
ご
馳
走
を
食
べ
る
時
期
も
、
ほ
ど
ほ
ど
に
一
段
落
。（
え
っ
、
ま
だ
？
）

　
冬
は
外
出
や
、
体
を
動
か
す
機
会
が
他
の
季
節
よ
り
も
減
っ
て
し
ま
い
が
ち
。
寒
く
て
身
体
が
硬
く
な
る
と
、
動
き
が
悪
く
な
る
の
で
ケ
ガ

も
し
や
す
く
、血
行
も
悪
く
な
る
の
で
疲
れ
や
す
い
体
に
。そ
ん
な
今
の
時
期
、ち
ょ
っ
と
家
ス
ト
レ
ッ
チ
で
健
康
維
持
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

★
足
の
後
ろ
側
の
筋
肉
を
ほ
ぐ
す
方
法

1 

太
も
も
の
裏
側
の
ス
ト
レ
ッ
チ

2 

ふ
く
ら
は
ぎ
の

ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ

〈
床
に
座
る
場
合
〉

〈
床
に
座
ら
な
い
場
合
〉

〜
カ
チ
カ
チ
を
ほ
ぐ
し
て
、心
も
身
体
も
ス
ッ
キ
リ
し
よ
う
〜

片
足
を
前
に
伸
ば
し
て
床
に
座
り
、

も
う
一
方
の
足
は
横
へ
出
し
ま
す
。

前
に
伸
ば
し
た
足
の
つ
ま
先
を
、
ま
っ

す
ぐ
に
立
て
て
か
ら
、
ゆ
っ
く
り
前

か
が
み
に
な
っ
て
、
静
止
し
ま
す
。

も
う
一
方
の
足
は
、
横
へ
伸
ば
し
て
も

よ
い
し
、
膝
を
曲
げ
て
片
足
あ
ぐ
ら

で
も
よ
い
。

長
椅
子
な
ど
に
深
く
腰
掛
け
、
片
足

だ
け
を
上
に
載
せ
て
、
膝
を
ま
っ
す

ぐ
に
伸
ば
し
ま
す
。
つ
ま
先
を
立
て

て
か
ら
、
ユ
ッ
ク
リ
と
ま
前
か
が
み

に
な
っ
て
静
止
し
ま
す
。

も
う
一
方
の
足
は
、
浮
か
な
い
よ
う

に
し
っ
か
り
と
床
に
接
地
し
ま
す
。

壁
や
柱
な
ど
に
つ
か
ま
っ
て
立
ち
ま

す
。
足
を
前
後
に
開
き
、
後
ろ
に
引
い

た
足
の
つ
ま
先
が
、
ま
っ
す
ぐ
に
前
を

向
く
よ
う
に
し
ま
す
。
前
に
出
し
た
足

に
体
重
を
か
け
て
、
膝
を
曲
げ
ま
す
。

後
ろ
に
引
い
た
足
の
か
か
と
が
浮
か
な

い
よ
う
に
、
床
に
押
し
つ
け
て
、
静
止

し
ま
す
。
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12
月
14
・
15
日
、
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ

連
合
会
の
全
国
集
会
に
長
野
か
ら
市
川

理
事
長
、
佐
久
小
規
模
多
機
能
介
護
施
設

「
四
季
の
ベ
ン
チ
」
管
理
者
工
藤
さ
ん
の

３
名
で
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
１
日
目
の
全
体
会
で
は
、
介
護
保
険

制
度
改
正
に
つ
い
て
・
実
践
か
ら
ケ
ア

の
本
質
を
学
ぶ
・
市
民
み
ん
な
の
力
で

福
祉
総
合
拠
点
を
つ
く
ろ
う
等
の
学

習
。
働
く
こ
と
の
充
実
感
、
身
近
な
人

の
喜
び
に
通
じ
る
成
果
を
目
指
し
て
良

い
仕
事
を
し
て
い
く
こ
と
の
意
義
を
再

確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
２
日
目
の
分
科
会
で
は「
認
知
症
を

抱
え
て
も
地
域
の
中
で
必
要
な
存
在
に
」

の
テ
ー
マ
で
各
パ
ネ
ラ
ー
か
ら
実
践
報

告
が
あ
り
そ
れ
に
つ
い
て
話
し
合
い
が

さ
れ
ま
し
た
。
目
指
す
も
の
は
そ
れ
ぞ

れ
で
し
た
が
、

高
齢
に
な
っ

て
も
社
会
の

中
で
役
立
つ
。

そ
の
た
め
に

そ
の
人
の
強

み
を
見
つ
け

て
積
み
重
ね

る
。
さ
ら
に

地
域
へ
の
働

き
か
け
を
し

て
い
く
。
そ
れ
を
今
の
仕
事
に
置
き
換

え
考
え
る
と
…
利
用
者
さ
ん
に
役
割
を

見
つ
け「
出
番
」を
つ
く
っ
て
い
た
だ
く
。

そ
れ
に
は
専
門
職
の
私
た
ち
の
力
量
が

必
要
に
な
る
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。「
散

歩
に
行
く
」
↓
ト
ン
グ
と
ビ
ニ
ー
ル
袋

を
手
に「
お
掃
除
に
行
く
」
に
変
え
れ
ば

立
派
な
社
会
参
加
に
な
り
ま
す
。
い
く

つ
に
な
っ
て
も
人
の
た
め
・
社
会
の
役

に
立
つ
こ
と
を
目
的
に
し
て
働
く
こ
と

を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
さ
あ
、
今
日
か
ら
ま
た
ひ
と
頑
張
り

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。「
た
わ
わ
」
の

ス
タ
ッ
フ
と
さ
ら
に
高
齢
協
全
体
で
！

（
報
告  

た
わ
わ
善
光
寺
下  

片
岡
茂
子
）

　
世
界
各
国
か
ら
認
知
症
学
会
の
関
係

者
が
集
ま
っ
て
研
究
会
が
開
か
れ
た
と

報
道
が
あ
り
ま
し
た
。
先
進
的
？
な
日

本
を
各
国
が
お
手
本
と
し
て
と
書
か
れ

て
い
ま
し
た
が
、
２
人
に
１
人
が
認
知

症
と
言
わ
れ
は
じ
め
る
時
代
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

　
介
護
保
険
が
改
定
に
な
る
な
か
、
地

域
で
一
人
ぼ
っ
ち
に
な
ら
な
い
、
し
な

い
の
モ
ッ
ト
ー
を
よ
り
大
切
に
自
分
の

周
り
の
人
に
組
合
員
に
な
っ
て
い
た
だ

く
よ
う
、
賛
同
者
を
増
や
さ
な
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
先
日
観
た
「
く
じ
け
な
い
で
」「
ペ
コ

ロ
ス
の
母
に
会
い
に
行
く
」
の
よ
う
に

家
族
だ
け
で
は
な
く
、
み
ん
な
（
家
族・

近
所
の
人
）
が
支
え
合
っ
て
、
生
活
が

出
来
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
自
分
が
病
気
に
な
ら
な
い
こ
と
も
大

事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
早
く
あ
の
世

へ
行
っ
て
、
身
内
の
人
に
逢
い
た
い
と

い
う
よ
う
な
こ
と
で
は
な
く
、
最
後
ま

で
か
が
や
い
て
過
ご
し
て
い
け
る
人
が

多
勢
に
な
る
こ
と
を
念
じ
て
い
ま
す
。

〈
国
が
進
め
る
認
知
症
の
施
策
〉

　
認
知
症
の
初
期
か
ら
適
切
な
サ
ポ
ー

ト
を
と
す
る
認
知
症
の
ケ
ア
の
流
れ
を

変
え
る
た
め
、
厚
生
労
働
省
が
２
０
１
２

年
９
月
に
発
表
し
た
も
の
で
す
。

・「
認
知
症
施
策
推
進
５
ヵ
年
計
画
（
オ

レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
）」

　
初
期
の
段
階
か
ら
適
切
に
サ
ポ
ー
ト

し
、
認
知
症
の
人
の
在
宅
・
地
域
で
の

暮
ら
し
を
支
え
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。 

（
永
井
美
子
）

「
認
知
症
」を
考
え
る

い
想

1、 標準的な認知症ケアパスの普及
2、 早期診断、早期の対応
3、 地域で生活を支える医療サービスの構築
4、 地域での生活を支える介護サービスの構築
5、 地域での日常生活、家族の支援の強化
6、 若年性認知症施策の強化
7、 医療・介護サービスを担う人材の育成

「認知症施策推進 5カ年計画」

高
齢
者
に
出
番
を

〜
全
国
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
集
会
に
参
加
し
て
〜

　
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
か
が
や
き（
長
野
市
、

松
本
市
）
で
は
、
日
常
生
活
で
の
困
り
ご
と

を
支
援
す
る
仕
事
を
担
っ
て
い
た
だ
け
る
方

を
募
集
し
て
い
ま
す
。〈
生
活
支
援
事
業
〉・

仕
事
内
容
―
草
取
り
、
剪
定
、
雪
か
き
な
ど

　
時
給
：
8
0
0
円
を
基
本
と
し
て
、
15
分

刻
み
で
精
算
。（
松
本
地
域
に
つ
い
て
は
、

松
本
市
内
の
方
を
募
集
）

※
ご
希
望
の
方
は
就
労
条
件
等
あ
り
ま
す
の

で
、下
記
担
当
者
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

中
信（
松
本
市
）

0
2
6
3
―
3
1
―
8
2
0
0（
風
間
）

北
信（
長
野
市
）

0
2
6
―
2
1
7
―
3
6
0
1（
根
本
）

北
信
中
信

「
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
か
が
や
き
担
い
手
」

　募

　集

2日目の分科会の様子

8

佐
久

　新
そ
ば
で
ふ
れ
あ
い
会

11
月
12
日
（
火
）
美
し
い
紅
葉
に
か

こ
ま
れ
た
臼
田
の
コ
ス
モ
ホ
ー
ル
の
調

理
室
に
は
、
朝
か
ら
そ
ば
打
ち
体
験
と

あ
っ
て
、
組
合
員
さ
ん
約
30
人
が
集
ま

り
、新
そ
ば
の
香
り
に
包
ま
れ
な
が
ら
、

大
賑
わ
い
の
ふ
れ
あ
い
会
が
始
ま
り
ま

し
た
。

腕
に
覚
え
の
指
南
役
は
そ
れ
ぞ
れ
の

流
儀
に
沿
っ
て
、
水
回
し
や
の
し
棒
の

扱
い
方
な
ど
の
手
ほ
ど
き
を
し
て
く
だ

さ
り
、
手
際
よ
く
そ
ば
の
形
が
出
来
上

が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
ベ
テ
ラ
ン
の
高

橋
咲
江
さ
ん
や
佐
藤
み
ち
子
さ
ん
の
手

さ
ば
き
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
今
回
は

荻
原
徳
雄
さ
ん
や
飯

嶋
郁
夫
さ
ん
と
い
う

男
性
軍
に
指
南
を
う

け
、
そ
の
こ
だ
わ
り

や
工
夫
を
う
か
が
っ

て
い
る
と
、
実
に
格

好
良
く
「
男
性
に
そ

ば
打
ち
は
よ
く
似
合

う
」
と
再
確
認
で
き

ま
し
た
。
　

打
ち
粉
の
粉
は
そ

ば
の
粉
で
は
あ
っ
て

も
、打
つ
方
の
粉
と
は
質
の
違
う
粉
で
、

の
し
た
り
切
っ
た
り
し
て
も
、
そ
ば
粉

と
同
調
し
な
い
た
め
に
く
っ
つ
か
な
い

で
さ
ら
り
と
出
来
上
が
る
、
と
い
う
こ

と
は
新
発
見
で
あ
り
、
先
人
の
知
恵
の

素
晴
ら
し
さ
に
触
れ
感
動
し
ま
し
た
。

（
知
ら
な
い
の
は
私
だ
け
か
し
ら
）

会
場
を
コ
ス
モ
ホ
ー
ル
に
し
た
の

は
、
東
信
セ
ン
タ
ー
内
が
い
ま
小
規
模

多
機
能
施
設
の
「
四
季
の
ベ
ン
チ
」
に

向
け
た
内
装
工
事
中
で
あ
り
、
そ
ば
打

ち
用
の
道
具
が
揃
っ
て
い
る
こ
こ
を
お

借
り
し
て
、
5
班
に
分
か
れ
て
体
験
で

き
ま
し
た
。

そ
ば
に
は
そ
ば
汁
が
重
要
で
、
佐
藤

千
里
さ
ん
に
よ
る
手
作
り
の
味
が
大
好

評
で
、
こ
れ
に
い
つ
の
間
に
か
て
ん
ぷ

ら
や
サ
ラ
ダ
も
加
わ
っ
て
何
拍
子
も
揃

い
、
仲
間
が
集
ま
れ
ば
ワ
ン
コ
イ
ン

（
5
0
0
円
会
費
）
で
楽

し
く
お
い
し
い
そ
ば
会
食

と
な
り
ま
し
た
。

午
後
は
定
例
会
な
の
で
、

事
業
や
活
動
の
報
告
や
仲

間
増
や
し
の
学
習
を
し
ま

し
た
が
、
普
段
な
か
な
か

来
れ
な
い
方
も
「
そ
ば
」

に
引
か
れ
て
、
充
実
し
た

ふ
れ
あ
い
会
と
な
り
ま
し

た
。
　

 

（
横
山
孝
子
）

　
　

 

講
座
だ
よ
り

南
信
で
は
11
月
２
日
に
ス
タ
ー
ト
し

た
計
６
回
講
座
「
潜
在
的
有
資
格
者
講

習
」
伊
那
講
座
も
12
月
に
終
了
し
、
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
講
師
の
方
を
始

め
、
受
講
さ
れ
て
い
る
方
の
介
護
に
対

す
る
熱
心
な
思
い
を
と
て
も
感
じ
る
講

座
と
な
り
ま
し
た
。
年
が
明
け
た
１
月

11
日
（
土
）
か
ら
は
諏
訪
講
座
を
ひ
か

え
、
南
信
の
講
座
事
業
も
広
が
り
つ
つ

あ
り
、
慌
た
だ
し
さ
と
共
に
、
喜
び
を

感
じ
て
い
ま
す
。
同
じ
く
11
月
に
開
始

し
た
県
の
委
託
訓
練
「
介
護
初

任
者
研
修
」
３
か
月
コ
ー
ス
も

1
月
に
実
習
を
控
え
、
現
在
15

名
の
受
講
生
と
共
に
資
格
取
得

と
就
労
に
向
け
奮
闘
し
た
日
々

を
送
っ
て
い
ま
す
。

初
め
て
の
事
に
戸
惑
い
を
感

じ
る
受
講
生
も
い
ま
す
が
、
お

互
い
に
励
ま
し
合
い
講
座
を
受

講
さ
れ
て
い
る
様
子
に
、
こ
ち

ら
が
元
気
を
い
た
だ
く
事
が
あ

り
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
以
前
講

座
を
受
講
さ
れ
た
方
が
事
務
所

に
立
ち
寄
り
近
況
報
告
な
ど
や

受
講
し
て
い
た
頃
の
話
を
聞
か

せ
て
頂
く
機
会
が
あ
り
ま
す
が
、「
受

講
し
た
講
座
が
こ
こ
で
よ
か
っ
た
。」

と
の
言
葉
に
、
多
く
の
方
々
が
高
齢
協

に
関
わ
り
、
そ
の
方
た
ち
に
支
え
ら
れ

て
い
る
事
を
感
じ
ま
し
た
。

11
月
に
開
所
し
た
小
規
模
多
機
能
型

施
設
「
み
ん
な
の
家
　
下
條
」
で
は
職

員
の
訪
問
活
動
や
、「
地
域
の
人
々
が

集
う
場
」
な
ど
を
行
い
、
下
條
村
に
お

住
い
の
方
々
と
積
極
的
に
関
わ
り
を
深

め
て
い
ま
す
。
様
々
な
方
か
ら
声
を
か

け
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
そ
れ
を
糧
に

今
後
も
南
信
セ
ン
タ
ー
の
発
展
に
繋
げ

て
い
け
る
よ
う
励
ん
で
い
き
ま
す
！

 

（
今
田
雅
子
）

東
信

南
信

みんなでそば打ち

県の委託訓練の講義風景
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今
回
、
中
信
地
域
セ
ン
タ
ー
の
第
5

回「
い
き
い
き
元
気
づ
く
り
講
座
」（
12

月
4
日
開
催
）「
認
知
症
を
知
り
ま
し
ょ

う
」で
、
講
演
と
人
形
劇
を
行
な
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

人
形
劇
で
は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に

入
居
し
て
い
る
3
人
が
人
形
で
登
場
し
、

今
村
さ
ん
の
巧
み
な
話
で
そ
れ
ぞ
れ
の

思
い
や
生
活
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

認
知
症
の
介
護
は
確
か
に
大
変
で
す

が
、
認
知
症
の
方
の
世
界
を
知
る
こ
と

で
、
心
か
ら
寄
り
添
っ
た
ケ
ア
が
で
き

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
江
森
さ

ん
は
他
の
地
域
に
も
足
を
運
ん
で
下
さ

る
と
の
こ
と
、
是
非
、
こ
の
講
座
を
各

地
域
セ
ン
タ
ー
で
も
開
催
し
ま
せ
ん
か
。

 

（
内
田
信
幸
）

　組
合
員
が
集
う
機
会
を
！

ど
う
い
う
人
た
ち
が
組
合
員
に
な
っ

て
い
る
の
か
。
日
頃
よ
り
事
業
や
活
動

に
関
わ
っ
て
い
る
組
合
員
で
な
い
と
組

合
員
同
士
が
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
は
今

の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
。

ひ
と
り
で
も
ふ
た
り
で
も
組
合
員
が

集
ま
っ
て
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
を
作
ろ

う
と
昨
年
に
引
き
続
い
て
組
合
員
の
地

域
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は

お
ぼ
け
荘
の
大
広
間
を
お
借
り
し
て
、

　
　

 

楽
し
い

　認
知
症
の
方
と
の
関
わ
り

認
知
症
が
あ
る
人
達
は
私
た
ち
が
生

き
て
い
る
世
界
と
は
違
う
、
自
分
の
世

界
を
生
き
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
周
囲
の

人
や
環
境
に
自
分
を
合
わ
せ
た
り
、
関

係
性
を
作
り
な
が
ら
生
活
し
て
い
ま
す

が
、
認
知
症
の
方
は
自
分
の
世
界
に
生

き
て
お
り
、
周
囲
の
人
に
ど
う
振
る
舞
っ

た
ら
良
い
の
か
、
何
を
し
た
ら
良
い
の
か

混
乱
し
て
不
安
に
な
り
、
様
々
な
言
動

を
と
り
ま
す
。
私
た
ち
が
認
知
症
の
人

達
の
世
界
を
理
解
す
る
こ
と
が
大
事
で
、

そ
の
世
界
を
知
る
こ
と
は
何
と
楽
し
く
、

興
味
深
い
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
私
は
介
護
を
し
て
い
て
楽
し
い
の

で
す
。」そ
う
語
る
の
は
、
松
本
市
内
の

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
経
営
す
る
江
森
さ

ん
。
そ
し
て
人
形
劇
で
認
知
症
の
方
を

代
弁
す
る
今

村
さ
ん
。
お

ふ
た
り
は
認

知
症
を
気

軽
に
知
っ
て

も
ら
お
う
と

「
認
知
症
講

座
」を
各
地

で
開
催
し
て

い
ま
す
。

中
信

組
合
員
の
手
塚
英
男
さ
ん
が「
松
本
市

の
こ
れ
か
ら
の
福
祉
を
知
り
ま
し
ょ

う
」と
話
題
提
供
を
し
て
い
た
だ
き
、

皆
で
昼
食
を
食
べ
な
が
ら
交
流
を
し
ま

し
た
。
今
回
14
名
の
参
加
が
あ
り
、
4

名
の
方
が
初
め
て
懇
談
会
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。「
数
人
で
も
集
ま

れ
ば
、
話
し
が
弾
む
。
顔
を
合
わ
せ
る

だ
け
で
も
楽
し
い
時
間
が
作
れ
る
、
そ

こ
か
ら
輪
が
広
が
る
。
こ
れ
か
ら
も
こ

う
い
う
会
を
開
い
て
も
ら
え
れ
ば
」と

い
う
声
も
聞
か
れ
、
組
合
員
懇
談
会
を

多
く
の
地
域
で
開
催
で
き
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

　
そ
の
都
度
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
に

お
誘
い
し
ま
す
の
で
、
ご
参
加
さ
れ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

（
内
田
信
幸
）

　か
が
や
い
て
1
0
0
歳
、

　み
ん
な
の
目
標
で
す
！

宅
老
所
か
が
や
き
北
小
松
で
は
、
11

月
26
日
に
喜
ば
し
く
1
0
0
歳
を
迎
え

た
奥
原
む
つ
子
様（
北
小
松
在
住
）の

誕
生
日
会
を
開
き
ま
し
た
。
同
施
設
で

1
0
0
歳
の
利
用
者
は
初
め
て
。

ス
タ
ッ
フ
や
利
用
者
仲
間
や
関
係
者

た
ち
に
囲
ま
れ
、
ス
タ
ッ
フ
手
づ
く
り

の
ケ
ー
キ
に
灯
さ
れ
た
ロ
ウ
ソ
ク
の
火

を
吹
き
消
す
と
大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ

ニ
コ
ニ
コ
。

奥
原
さ
ん
は
話
し
好
き
、
表
情
も
豊

か
で
よ
く
笑
い
ま
す
。
健
康
で
食
事
は

好
き
嫌
い
な
し
、
い
つ
も
完
食
。
新
聞

を
読
み
、
野
球
は
巨
人
フ
ァ
ン
。
百
人

一
首
や
カ
ル
タ
を
行
う
時
は
読
み
手
を

務
め
ま
す
。

手
先
が
器
用
で
ア
ク
リ
ル
た
わ
し
を

作
り
皆
に
く
だ
さ
る
。
ま
た
、
宅
老
所

で
た
わ
し
を
つ
な
げ
て
部
屋
の
壁
飾
り

に
し
て
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

宅
老
所
へ
は
週
3
回
ほ
と
ん
ど
休
ま

ず
通
わ
れ
、
今「
こ
こ
に
来
る
の
が
一

番
の
楽
し
み
」と
の
こ
と
。
曾
孫
さ
ん

の
話
を
す
る
時
も
嬉
し
そ
う
。「
戦
争

は
ぜ
っ
た
い
に
し
て
は
い
け
な
い
」、

長
生
き
の
秘
訣
は「
規
則
正
し
い
生
活
」

と
き
っ
ぱ
り
と
答
え
て
下
さ
い
ま
し

た
。 

（
大
久
保
萬
里
）

人形を使って認知症の方の思いを紹介

100 歳のお祝いを記念して

6

北
信

話
す
こ
と
の
大
切
さ

仲
間
ふ
や
し
月
間
は
、
私
自
身
が
高
齢

協
の
活
動
を
知
っ
て
い
く
こ
と
と
、
周
り

の
方
た
ち
に
話
し
て
い
く
、
と
い
う
こ
と

を
目
標
に
し
ま
し
た
。

ま
ず
、「
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
に
な
ら
な

い
、
し
な
い
」、
そ
し
て「
元
気
な
高
齢

者
に
な
っ
て
い
け
る
よ
う
に
」「
生
き
生

き
と
暮
ら
せ
る
社
会
」を
目
指
し
て
い

る
組
織
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

た
ま
た
ま
声
が
け
を
し
た
方
た
ち
が

退
職
を
し
て
ま
も
な
い
方
た
ち
だ
っ
た

の
で
、
家
庭
の
中
に
い
て
も
こ
の
世
に

生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
、
生
き

が
い
の
あ
る
社

会
参
加
を
し
た

い
と
思
っ
て
い

る
方
た
ち
で
し

た
。
こ
れ
か
ら

の
生
活
に
不
安

は
つ
い
て
ま
わ

り
ま
す
が
、
た

く
さ
ん
の
方
た

ち
と
仲
間
意
識

改
め
て
高
齢
協
を
考
え
る

「
誰
に
声
を
掛
け
れ
ば
い
い
ん
だ

ろ
」と
心
の
声
を
発
す
る
こ
と
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。

先
ず
は
、
親
戚
・
知
り
合
い
に
頼
ん

で
み
よ
う
と
チ
ラ
シ
を
片
手
に
家
を
出

ま
し
た
。「
仲
間
ふ
や
し
」月
間
の
第
一

歩
で
し
た
。

話
を
す
る
う
ち
、
組
合
に
対
し
て
、

い
ろ
い
ろ
な
要
望
や
疑
問
、
要
求
が
で

て
き
ま
し
た
。

地
域
の
た
め
に
み
ん
な
で
助
け
合

う
。
高
齢
協
が
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
い

る「
一
人
ぼ
っ
ち
に
な
ら
な
い
　
し
な

い
　
元
気
な
人
は
よ
り
元
気
に
　
人

と
社
会
の
た
め
に
な
ろ
う
」高
齢
者
が

求
め
て
い
る
の
は
こ
れ
だ
と
思
い
ま
し

た
。
改
め
て
高
齢
協
を
考
え
て
み
る
良

い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

 

（
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
　
石
澤
濱
二
）

　
　　コ

カ
リ
ナ
倶
楽
部
発
足

B
ブ
ロ
ッ
ク
有
志
で
、
コ
カ
リ
ナ
倶

楽
部
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
北
信
地

域
の
組
合
員
さ
ん
に
ニ
ュ
ー
ス
で
参
加

を
呼
び
か
け
有
志
9
人
で
10
月
8
日
か

ら
練
習
が
始
ま
り
ま
し
た
。
月
2
回
第

2
・
4
火
曜
日
午
前
10
時
か
ら
12
時
柳

町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
ま

す
。
コ
カ
リ
ナ
の
技
量
は
2
の
次
、ゆ
っ

く
り
、
楽
し
く
情
報
交
換
を
し
な
が
ら

の
練
習
が
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
練
習

が
始
ま
っ
て
数
回
に
も
か
か
わ
ら
ず
簡

単
な
曲
ま
で
演
奏
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
み
ん
な
笑
顔
と
な
っ
て
い
ま
す
。

健
康
の
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
た
め
に
も
多
く
の
組
合
員
さ
ん
と
一

緒
に
楽
し
め
れ
ば
い
い
な
ー
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
初
心
者
の
方
に
は
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
が
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
て
い
ま
す
。
必
要
経
費
は
、
コ
カ

リ
ナ（
約
5
0
0
0
円
位
）、
資
料
の
コ

ピ
ー
代
30
円
程
度
で
す
。
多
く
の
方
の

参
加
を
い
つ
か
ら
で
も
待
っ
て
い
ま
す
。

倶
楽
部
開
設
当
初
に
考
え
た
高
齢
協

の「
一
人
ぼ
っ
ち
に
な
ら
な
い
　
し
な

い
」の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
改
め
て
感
じ
、
コ

カ
リ
ナ
倶
楽
部
が
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
一
役

を
担
え
る
思
い
が
し
ま
し
た
。

 

（
コ
カ
リ
ナ
倶
楽
部
　
石
井
孝
）

を
持
っ
て
過
ご
し
て
い
き
た
い
、
と
考

え
て
い
る
方
た
ち
で
し
た
。

社
会
と
つ
な
が
り
を
持
っ
て
、
今
起
き

て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
く
こ
と
も
ま
す

ま
す
大
切
な
こ
と
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
方

た
ち
が
も
っ
て
い
る
知
恵
や
経
験
を
活
か

し
発
揮
で
き
る
よ
う
な
仲
間
づ
く
り
、
地

域
づ
く
り
が
ま
す
ま
す
広
が
っ
て
い
っ
た

ら
い
い
な
あ
、
と
思
い
ま
す
。 

 

（
相
澤
　
京
子
）

公
共
施
設
で
月
間
活
動
の
成
果
が

現
れ
た
「
大
豆
島
い
こ
い
の
家
」

峰
村
所
長
に
、
活
動
に
つ
い
て
聞
い
て

み
ま
し
た
。

★
大
変
だ
っ
た
こ
と
は
？

峰
村
：
い
こ
い
の
家
に
来
る
方
は
、

「
安
い
銭
湯
」と
し
て
、「
お
風
呂
に
入

り
に
来
る
」方
が
大
半
。
そ
ん
な
中
で
、

高
齢
協
の
必
要
性
と
気
持
ち
を
日
々
の

運
営
の
中
で
感
じ
て
い
た
だ
か
な
い

と
、
勧
誘
は
で
き
な
い
。

★
今
回
意
識
さ
れ
た
こ
と
は
？

峰
村
：
私
を
含
め
た
ス
タ
ッ
フ
全
員

と
、
利
用
者
さ
ん
と
の
日
々
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
発
揮
す
る
機
会
と
も

思
っ
て
い
る
。
ス
タ
ッ
フ
の
積
極
的
な

提
案
が
始
ま
り
で
、
で
き
る
だ
け
1
人

1
人
に
声
を
か
け
た
。
10
人
に
声
を
か

け
て
1
人
入
っ
て
く
れ
れ
ば
と
い
う
思

い
で
み
ん
な
や
っ
て
き
た
。

★
終
え
て
み
て
？

峰
村
：
そ
れ
を
必
要
と
感
じ
て
い
な

い
人
に
話
を
す
る
こ
と
は
、
と
て
も
パ

ワ
ー
が
い
る
。
い
こ
い
の
家
に
変
わ
ら

ず
に
来
て
く
れ
る
関
係
づ
く
り
、
種
ま

き
を
す
る
に
も
数
年
か
か
る
し
、
タ
イ

ミ
ン
グ
も
、
押
し
も
引
き
も
本
当
に
難

し
い
。
一
緒
に
成
し
遂
げ
て
く
れ
た
ス

タ
ッ
フ
に
感
謝
で
す
。

仲
間
増
や
し
月
間
に

取
り
組
ん
で

組合加入の話で盛り上がっています




